
様式第１号 
福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

福井市長 様 

 

  私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関する学習、教

育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さを理解し郷土を愛する

モラルの高い児童・生徒の育成に取り組むための実施計画を作成しましたので、福井市学校版環境Ｉ

ＳＯ認定制度による認定（又は認定の更新）を申し込みます。 

平成 26年 5月 26日 

福井市光陽中学校 

校長 小木 一良 

 

１ 目標 
環境に対する意識を高め，環境を大切にしようとする行動力を養います。 

２ 取組内容 
① 環境教育  

・学校内に「みどりのカーテン」を設置し、その効果や目的について生徒に教え、環境教育の必要

性を理解させるとともに、みんなで一つのものを作り上げる重要性を実感させます。 
② 省エネルギー・省資源 

・生徒を対象に環境に対するアンケートを実施し、省エネルギー・省資源活動を意識できるように

します。 
・使用していない教室や廊下、トイレなどの照明をこまめに消す指導をします。 

 ・プリントを印刷するときは必要な枚数を確認します。 
 ・片面を使用した用紙で、再利用可能なものは裏面を利用します。 
③ ごみ減量・リサイクル 
 ・ごみ分別ルールに従って分別します。 
 ・学校の催しでは、ごみが少なくなるように工夫します。 
④ その他の環境保全活動 
 ・小中合同清掃ボランティアを実施します。 

★ ＥＳＤポイント 
  ④の小中合同清掃ボランティアでは、中学生と校区の小学生とが協働し、地域の清掃活動を行うこ

とで、互いに協働する力を身に付けます。（相互性・連携性・協力） 



様式第２号                                  平成 27 年 1 月 29 日 
福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名 福井市光陽中学校 
 

１ 今年度の目標 

環境に対する意識を高め，環境を大切にしようとする行動力を 
養います。 

２ 取組内容 （内容の①～④は、福井市学校版環境ＩＳＯ実施計画書に対応） 

① 環境教育  
・中校舎に「みどりのカーテン」を設置するため、7 月 3 日に生徒たちによる種および苗植えを行いました。そ

の後、11 月まで水やり作業を当番を決めて行い、みどりのカーテンを育てました。11 月 7 日にはこれまでの

みどりのカーテンの運営で得られたデータなども用いて、福井工業大学の笠井先生に環境教育の一環として授

業を行っていただきました。みどりのカーテンの効果や目的、そして「作る→使う→捨てる」まで視野に入れ

た本当のエコとは何かを、生徒は学ぶ事が出来ました。その後、整美委員会が環境教育の成果を生徒集会で発

表し、全校へ伝えました。 

 

②・③ 省エネルギー･省資源とごみ減量･リサイクル 
・ゴミ箱を燃えるごみ･燃えないごみ用に分け、生徒･教員共に分別してごみを出すようにしている他、電源スイ

ッチに「節電」のシールを貼り、生徒や教員へ資源節約の意識付けを行っています。 

 
④ その他の環境保全活動 
・6 月 6 日に校区内の小学生と共に小中合同清掃ボランティアを実施し、地域の公園 4 カ所などの清掃を行いま

した。その際、多くの地域の方々にも参加と協力をいただき、地域の美化に貢献しました。。 
 
 
 
 

公園での清掃活動① 清掃活動で集まった各種ごみ 

用途別に分けられたゴミ箱 

公園での清掃活動② 

節電呼びかけシール 

種・苗の植え付け作業 みどりのカーテンの様子 環境教育の授業の様子 



★ＥＳＤポイント 

①の環境教育では、みどりのカーテンと笠井先生の授業を通して、限りある資源を大切に使うこと、総合的な見

地に立って現在の生活を見直しこれからを考えることの重要性を感じることができました。（有限性･批判･未

来） 
④の小中合同清掃ボランティアでは、中学生と校区の小学生とが共同し、地域の清掃活動を行うことで、互いに

協働する力を身に付けました。（相互性･連携性･協力） 

３ 

見
直
し 

【具体的効果】 

①－１緑のカーテンに関わりながら環境教育を体験したことにより、本校 2 年生の環境に関する思考・

探求心、環境についての知識･理解が向上しました。 
①－２整美委員会が生徒集会で環境教育の概要を生徒集会で発表したことにより、全校生徒に、主体的に

エコ活動に関わろうとする意欲を持たせることができました。 

【改善点】 

・環境教育について大学の方々に多くを教わる機会があるため、引き続きその機会を利用して生徒に高度

な知識に触れる機会を作りたいと考えます。 

･保護者や地域の方々も環境教育について触れる機会を作りたいと考えます。 

・環境に関する各種取り組みの成果を生徒がもっと実感できる工夫を行いたいと考えます。 

 


